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和材料、生体材料、生分解性高分子。
マサチューセッツ大学高分子化学科
博士研究員、山口東京理科大学助手
などの後、96年に金沢工業大学講師。
その後同大助教授、教授を経て2016
年より現職。

　「高邁な人間形成」「深遠な技術革新」「雄大な産学協同」
を建学綱領に掲げる金沢工業大学。独自の問題発見解決型
教育である「プロジェクトデザイン教育」や、学部・学科
を超えて社会問題の解決を目指す「クラスター研究室」を
軸に、イノベーションの創出に取り組んでいます。
　産業界や地域社会と連携して知識や技術の社会実装を進
め、「世代・分野・文化を超えた共創教育（1）」を推進。
2022年度からは「数理・データサイエンス・AI教育課
程」を全学展開し、「Society 5.0」の時代に新たな価値
創造ができる人材を育成しています。高等教育機関の
SDGs推進を先導してきた大学として、若年層向けのプロ
グラムや教材を開発するなど新たな担い手の育成にも注力
しています。

「
社
会
実
装
型
教
育
・
研
究
」
を
通
し
て

「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
力
」
を

育
成
す
る
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社
会
実
装
型
教
育
が
養
成
す
る

時
代
に
左
右
さ
れ
な
い
人
間
力

　

金
沢
工
業
大
学
（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
）
は
、
短
期

間
で
技
術
革
新
が
起
こ
る
変
化
の
激
し
い

社
会
で
活
躍
で
き
る
学
生
を
育
て
る
た
め

に
「
社
会
実
装
型
の
教
育
・
研
究
」
に
力

を
入
れ
る
大
学
で
す
。
現
代
は
高
度
な
情

報
技
術
が
人
々
の
生
活
を
変
え
て
い
く

「Society 5.0

」
の
時
代
で
す
。
Ｋ
Ｉ
Ｔ

の
大
澤
敏
学
長
は
、「
技
術
を
積
極
的
に

使
っ
て
多
く
の
人
が
豊
か
に
な
れ
る
世
界

を
作
ろ
う
と
す
る
流
れ
の
中
で
、
自
動
車

や
家
電
と
い
っ
た
モ
ノ
の
多
さ
を
豊
か
さ

の
指
標
と
す
る
社
会
か
ら
、
自
ら
の
満
足

感
や
自
己
肯
定
感
、
社
会
貢
献
に
よ
る
自

己
実
現
と
い
っ
た
も
の
が
重
視
さ
れ
る
社

会
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
も
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
ど
う
見
つ
け
る
か
は
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
学
生
は
将
来
何
ら
か

の
形
で
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い

る
も
の
の
、
将
来
は
見
通
し
に
く
く
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
に
く
い
状
況
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
大
澤
学
長
は
、
卒
業
後

に
社
会
で
ど
う
活
躍
で
き
る
か
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
教
育
が
必
要
だ
と
言
い
ま
す
。

い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
調
整
の
全

体
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
電
気
電
子
工
学
科

の
学
生
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
効
率
的

な
運
用
に
は
機
械
工
学
科
の
学
生
が
そ
れ

ぞ
れ
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
仮
想
配
電
網
と
見
立
て
、

電
気
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に
Ｅ
Ｖ
で
電

気
を
運
ぶ
実
験
は
、
そ
の
効
率
性
・
経
済

性
を
含
め
て
経
営
情
報
学
科
の
学
生
が
研

究
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
証
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
「
白
山

麓
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
、
企
業
で
の
製
品
化

に
向
け
た
開
発
・
実
証
を
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
高

い
技
術
力
に
よ
り
伴
走
型
で
支
援
・
実
証

実
験
す
る
場
で
、
共
同
研
究
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
学
科
の
学
生
も
携
わ
り
成
長
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

22
年
度
か
ら
は
、
扇
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
直
流
給
電
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー
ト
。
優
れ
た
蓄
電

技
術
を
有
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ

ジ
ー
と
共
同
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　
「
本
学
は
社
会
実
装
型
の
教
育
や
研
究

を
通
し
て
、
大
学
で
得
た
知
識
を
社
会
に

当
て
は
め
て
み
る
経
験
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
学
生
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
閉
じ
込
め
る

の
で
は
な
く
積
極
的
に
地
域
に
出
し
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の

一
部
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
」

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
が
位
置
す
る
金
沢
近
郊
に
は
、

地
域
社
会
と
の
間
で
長
い
時
間
を
か
け
て

築
き
上
げ
た
数
多
く
の
社
会
実
装
フ
ィ
ー

ル
ド
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
動
い
て
い
ま
す
。
実
社
会
に
は
制
約

条
件
が
多
く
、
研
究
室
で
の
実
験
と
は
全

く
異
な
る
視
点
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
社
会
人
や
地
域
の
人
々
と

協
働
す
る
中
で
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め

の
「
人
間
力
」
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。
必
修

科
目
と
し
て
学
ん
だ
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
各
学
科
の
専
門
知
識
を

実
装
し
て
み
る
こ
と
を
通
し
て
、
学
生
は

５
年
後
、
10
年
後
の
社
会
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
「
自
ら
考
え
行
動
す

る
技
術
者
」
へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
や
地
域
と
の
共
創
教
育

社
会
で
異
分
野
連
携
を
学
ぶ

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
社
会
実
装
型
教
育
で
中
心
的

な
役
割
を
担
う
の
が
、
企
業
や
地
域
社
会

を
巻
き
込
ん
だ
共
創
教
育
で
す
。
多
く
の

学
生
が
異
分
野
連
携
で
研
究
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
大
学
全
体
で
は
約
２
５
０
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地
元
企
業

な
ど
と
連
携
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に
向
け
た
研
究
が
行
わ
れ
て

（1） 世代・分野・文化を超えた共創教育
　プロジェクトデザイン教育や学科横断型のク
ラスター研究室などを通して、学部・学科の枠
を超えて学生が交わりながら学ぶことに加え、
社会人である研究者や行政関係者、地域住民、
外国人などが授業や研究に参画して学生ととも
に学びあう、KITの教育の基盤となる考え方。
さまざまな背景を持つ人々との「教えあい」や

「学びあい」を重視しているのが大きな特徴。

（2） WACEの第４回国際リサーチシンポジウム
　日本のコーオプ教育推進のリーダーとして活
動するKITは、2022年８月31日から９月２日に
かけてWACEの第４回国際リサーチシンポジウ
ムをオンライン開催した。会期中は、世界各国
から産官学のリーダーや産学連携教育の専門家
が参加。コーオプ教育の実践例や教育的観点か
らの研究事例が発表され、各国の知見の共有が
行われた。

（3） SDGsゲーミフィケーション教材
　KITでは遊びながらSDGsを学べるゲーミフィ
ケーション教材の開発が盛んだ。学生有志が開
発した「THE SDGs アクションカードゲームＸ」
は、日本語版だけでなく英語版も作成されてお
り、2022年夏には神田外語大学との連携でスペ
イン語版・スペイン語圏版も完成。それぞれの
地域文化に沿った内容でSDGsを学ぶことがで
きる。開発に携わった学生は、在学中に株式会
社LODUを起業。KITと地元自治体を巻き込んだ

「産官学連携」でSDGsの普及に取り組んでいる。
タ カ ラ ト ミ ー と 共 同 で 開 発 さ れ た「Beyond 
SDGs人生ゲーム」も2022年に完成し、遊べる
SDGs教材が増えている。

（4） 国際教養理工学課程を新設
　KITは全学部・学科から専門を超えて参加で
きる、国際教養理工学課程を新設。教育DXを
活用しながら「イノベーション科目群」「リベ
ラルアーツ科目群」「グローバルプロジェクト
科目群」「専門科目群」を統合的に英語で学び、
留学や国際インターンシップの機会も用意して
いる。時間と場所の制約を超えて国際性を身に
つけることができるうえ、早期卒業も可能な先
駆的なプログラムである。

社
会
の
実
現
を
目
指
す
試
み
で
、
学
内
で

の
社
会
実
装
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
太

陽
光
発
電
や
直
流
電
力
網
の
設
備
を
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
設
置
し
、
発
電
さ
れ
た
電
気

は
直
流
の
ま
ま
蓄
電
コ
ン
テ
ナ
に
保
管
。

必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
活
用
す
る
こ
と
で
、

お
よ
そ
43
％
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
持

た
せ
る
こ
と
で
防
災
面
で
の
役
割
も
果
た

す
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
つ
の
街
と
し

て
見
立
て
る
こ
と
で
将
来
的
な
都
市
部
へ

の
実
装
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
島
建
設
と
の
間
で
設
立
し
た

「KIT

×KAJIM
A 3D Printing Lab

」
で

は
、
セ
メ
ン
ト
系
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

の
共
同
研
究
を
開
始
。
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す

る
環
境
配
慮
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
る

こ
と
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与

し
な
が
ら
、
意
匠
性
に
優
れ
た
複
雑
な
造

形
物
の
創
出
を
目
指
し
て
技
術
革
新
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
業
で
働
く
コ
ー
オ
プ
教
育

理
論
と
実
践
を
同
時
に
獲
得

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
が
新
し
い
人
材
育
成
の
形
と
し

て
近
年
力
を
入
れ
る
の
が
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
コ
ー

オ
プ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
コ
ー
オ

プ
教
育
と
は
米
国
が
発
祥
の
産
学
協
同
教

育
の
こ
と
で
、「
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

と
、
高
レ
ベ
ル
の
教
育
価
値
を
持
つ
「
就

業
体
験
」
を
融
合
さ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
異
な
り
企

業
と
雇
用
契
約
を
結
ん
で
参
加
す
る
の
で
、

給
与
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
現
場
で
理
論

と
実
践
の
両
面
を
効
率
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
地
元
の
別
川
製
作

所
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
工
場
の
機
械

か
ら
発
せ
ら
れ
る
音
を
学
生
が
Ａ
Ｉ
で
解

析
。
部
品
交
換
が
必
要
な
時
期
を
予
測
す

る
こ
と
で
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
ま

し
た
。

　

学
生
は
企
業
と
大
学
を
行
き
来
し
な
が

ら
活
動
し
、
不
明
点
が
あ
れ
ば
担
当
教
員

と
相
談
し
な
が
ら
解
決
策
を
模
索
し
て
い

き
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
は
学
生
を
現
場

で
育
て
る
こ
と
を
介
し
て
、
大
学
が
持
つ

最
新
の
知
識
や
技
術
を
実
際
の
業
務
に
取

り
込
め
る
機
会
と
も
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
、
鹿
島
建

設
な
ど
有
名
企
業
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
オ
プ
教
育
の
推
進
に
向
け
て
、

２
０
２
２
年
夏
に
は
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
世
界
産

学
連
携
教
育
協
会
）
の
第
４
回
国
際
リ

サ
ー
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
  （2）

が
Ｋ
Ｉ
Ｔ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
教
育
Ｄ
Ｘ
で

社
会
で
輝
く
技
術
者
を
育
成

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
「
第
１
回
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
副
本
部

長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
高
等

教
育
機
関
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を

リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
全
学
体
制
で

教
育
・
研
究
活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
付

け
る
ほ
か
、
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

材
  （3）

の
開
発
に
も
注
力
。
小
中
高
を
対
象

と
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教

育
拠
点
校
」
を
募
集
す
る
な
ど
、
次
世
代

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
担
い
手
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
も
盛
ん
で
す
。

学
業
成
績
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
分

析
し
、
デ
ー
タ
を
参
照
し
な
が
ら
修
学
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
学
生
と
面
談
を
行
う
こ
と

で
、
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
は
他
分
野
連
携
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
複
数
枚
の
巨
大
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
等

身
大
の
映
像
を
映
し
出
し
、
臨
場
感
あ
る

対
話
を
可
能
と
す
る
ス
ム
ー
ス
ス
ペ
ー
ス

や
、
Ｖ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
な
ど
の
技
術
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
授
業
や
研
究
に
最
適
な
形
で
活
用

し
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
や
海
外
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
大
学
や
企
業
と
時
間
と
場
所
の
制
約
を

超
え
た
連
携
を
進
め
、
質
の
高
い
文
理
融

合
で
の
共
創
教
育
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
国
際
教
養
理
工

学
課
程
  （4）

を
新
設
し
、
国
際
通
用
性
を
高

め
る
教
育
を
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
学
生
主
体
の
教
育
に
力
を
入

れ
る
こ
と
で
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
て
て
き
ま
し
た
。
大
澤
学
長
は
高
校

生
に
こ
う
語
り
か
け
ま
す
。

　
「
本
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
と
地
域
社
会
の

両
方
で
技
術
や
ア
イ
デ
ア
の
社
会
実
装
に

取
り
組
め
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
る
大
学
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
時
点
で
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
を
思
い
描
け
な
く
て
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
や
り
た
い
こ
と

が
明
確
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
技
術

と
社
会
、
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
理
解
を
深

め
な
が
ら
人
間
力
を
高
め
、
自
分
の
強
み

を
生
か
し
て
活
躍
で
き
る
将
来
を
一
緒
に

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　

日
々
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
実
社
会
の

中
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
し
て
、

新
し
い
世
界
を
つ
く
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
が
Ｋ
Ｉ
Ｔ
に
は
整
っ
て
い

ま
す
。
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